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　 従 っ て 、 フ レ ー ム 間 差 分 処 理 ス テ ッ プ １ １ ０ に よ っ て 、 差 分 が 多 く 存 在 す る 位 置 （ ｘ １
， ｙ １ ） が 検 出 さ れ る 。
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 式 （ ２ ） 、 （ ３ ） で 表 さ れ る 通 り 、 ｘ １ も し く は ｙ １ を ｘ ０ － ｄ
＜ ｘ １ ＜ ｘ ０ ＋ ｄ 、 ｙ ０ － ｄ ＜ ｙ １ ＜ ｙ ０ ＋ ｄ と 変 化 さ せ た 場 合 に 、 ｘ １ ＜ ｘ ＜ ｘ １ ＋ ｄ
ｘ 、 ｙ １ ＜ ｙ ＜ ｙ １ ＋ ｄ ｙ に お い て ｈ ｘ （ ｘ ） 、 ｈ ｙ （ ｙ ） の 累 積 値 が 最 も 大 き く な る ｘ
１ 、 ｙ １ を 求 め て い る 。 こ れ に 代 わ り 、 ｘ ０ － ｄ ＜ ｘ １ ＜ ｘ ０ ＋ ｄ 、 ｙ ０ － ｄ ＜ ｙ １ ＜ ｙ
０ ＋ ｄ と 変 化 さ せ る 過 程 で 式 （ ２ ） の Σ ｈ ｘ （ ｘ １ ＋ ｉ ） 、 ｉ ＝ ０ ～ ｔ ｘ － １ 、 式 （ ３ ）
の Σ ｈ ｙ （ ｙ １ ＋ ｊ ） 、 ｊ ＝ ０ ～ ｔ ｙ － １ が 所 定 の し き い 値 を 超 え た 場 合 に 式 （ ２ ） 、 （
３ ） の 計 算 を 中 止 し 、 そ の 時 の ｘ １ も し く は ｙ １ を 位 置 と し て も 良 い
。 こ の 場 合 、 所 定 の し き い 値 と は 、 例 え ば 累 積 値 の 最 大 値 ２ ５ ５ × （ ｄ ｙ ＋ ２ ｄ ） （ ｙ 軸
に 対 し て は ２ ５ ５ × （ ｄ ｘ ＋ ２ ｄ ） ） の ３ ０ ％ の 値 を 設 定 す る 。 こ の 値 に よ っ て 検 出 さ れ
る 範 囲 は 、 差 分 の 最 大 累 積 値 の ３ ０ ％ 以 上 の 差 分 を 含 む 部 分 と な り 、 こ れ に よ っ て 式 （ ２
） 、 （ ３ ） の 計 算 量 を 減 ら す こ と が で き る 。
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